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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年7月18日(2013.7.18)

【公開番号】特開2012-8422(P2012-8422A)
【公開日】平成24年1月12日(2012.1.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-002
【出願番号】特願2010-145767(P2010-145767)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/041    (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   5/30    　　　　
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３１３　
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３６６Ａ
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３４２Ｚ
   Ｇ０２Ｆ   1/1335  ５１０　
   Ｇ０６Ｆ   3/041   ３３０Ａ
   Ｈ０５Ｂ  33/02    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成25年6月4日(2013.6.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、本発明の更に他の態様によれば、
　透明基板を有する表示素子と、上記の偏光板と、前記第一接着層を介して前記偏光板に
接着された保護部材と、を備え、前記偏光板は、前記表示素子の前記透明基板の外面に、
前記第二接着層を介して貼り付けられていることを特徴とする表示パネルが提供される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、本発明の更に他の態様によれば、
　透明基板を有する表示素子と、上記の偏光板と、を備え、前記偏光板は、前記表示素子
の前記透明基板の外面に、前記第二接着層を介して貼り付けられていることを特徴とする
表示パネルが提供される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、本発明の更に他の態様によれば、
　透明基板を有する表示素子と、上記の偏光板と、前記偏光板よりも外形が大きく形成さ
れ前記第一接着層を介して前記偏光板に接着された保護部材と、を有し、前記偏光板は、
前記表示素子の前記透明基板の外面に、前記第二接着層を介して貼り付けられている表示
パネルと、
　前記保護部材の周縁部に接合された筺体と、を備えることを特徴とする電子機器が提供
される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、本発明の更に他の態様によれば、
　透明基板を有する表示素子と、該表示素子の該透明基板の外面に貼り付けられた上記の
偏光板と、を有し、前記偏光板は、前記表示素子の前記透明基板の外面に、前記第二接着
層を介して貼り付けられている表示パネルと、
　前記透明基板の周縁部に接合された筺体と、を備えることを特徴とする電子機器が提供
される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の面の間に所定の厚みを有する板状の本体部と、前記本体部の前記一対の面のうち
の一方の面に設けられた第一接着層と、前記本体部の前記一対の面のうちの他方の面に設
けられた第二接着層と、を備え、前記第一接着層及び前記第二接着層が最外面となるよう
にそれぞれ設けられ、前記本体部の剛性が前記第一接着層の剛性よりも高い偏光板を準備
する偏光板準備工程と、
　前記偏光板を前記第二接着層を介して表示素子に貼り合わせる偏光板貼り合わせ工程と
、
　保護部材を準備する保護部材準備工程と、
　前記保護部材を前記第一接着層を介して前記偏光板に貼り合わせる保護部材貼り合わせ
工程と、を含むことを特徴とする表示パネルの製造方法。
【請求項２】
　前記偏光板準備工程において、
　複数の前記偏光板を形成可能な大きさを有する個片化前の偏光板の一方の面に、複数の
前記第二接着層を形成可能な大きさを有する個片化前の第二接着層が形成された、背面接
着層付きの個片化前の偏光板を準備し、次いで、
　前記背面接着層付きの個片化前の偏光板のうち前記個片化前の第二接着層が形成された
面の反対側の面に、複数の前記第一接着層を形成可能な大きさを有する個片化前の第一接
着層をロールで接合して、正面接着層付きの個片化前の前記偏光板を形成し、次いで、
　前記正面接着層付きの個片化前の偏光板を切断して、前記偏光板を形成することを特徴
とする請求項１に記載の表示パネルの製造方法。
【請求項３】
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　前記保護部材貼り合わせ工程において、
　偏光板貼付装置を用いて、前記保護部材を前記偏光板に貼り合わせることを特徴とする
請求項１又は２に記載の表示パネルの製造方法。
【請求項４】
　一対の面の間に所定の厚みを有する板状の本体部と、前記本体部の前記一対の面のうち
の一方の面に設けられた第一接着層と、前記本体部の前記一対の面のうちの他方の面に設
けられた第二接着層と、前記第一接着層を介して前記本体部に接合された板状の保護部材
と、を備え、前記保護部材の剛性が前記第一接着層の剛性よりも高い偏光板を準備する偏
光板準備工程と、
　前記偏光板を前記第二接着層を介して表示素子に貼り合わせる偏光板貼り合わせ工程と
、を含むことを特徴とする表示パネルの製造方法。
【請求項５】
　前記偏光板準備工程において、
　複数の前記偏光板を形成可能な大きさを有する個片化前の偏光板の一方の面に、複数の
前記第二接着層を形成可能な大きさを有する個片化前の第二接着層が形成された、背面接
着層付きの個片化前の偏光板を準備し、次いで、
　前記背面接着層付きの個片化前の偏光板のうち前記個片化前の第二接着層が形成された
面の反対側の面に、複数の前記第一接着層を形成可能な大きさを有する個片化前の第一接
着層をロールで接合して、正面接着層付きの個片化前の偏光板を形成し、次いで、
　前記正面接着層付きの個片化前の偏光板に、前記個片化前の第一接着層を介して、複数
の前記保護部材を形成可能な大きさを有する個片化前の保護部材をロールで接合して、正
面接着層及び保護部材付きの個片化前の偏光板を形成し、次いで、
　前記正面接着層及び保護部材付きの個片化前の偏光板を切断して、前記偏光板を形成す
ることを特徴とする請求項４に記載の表示パネルの製造方法。
【請求項６】
　前記偏光板貼り合わせ工程において、
　偏光板貼付装置を用いて、前記偏光板を前記表示素子に貼り合わせることを特徴とする
請求項１から５の何れか一項に記載の表示パネルの製造方法。
【請求項７】
　一対の面の間に所定の厚みを有する板状の本体部と、
　前記本体部の前記一対の面のうちの一方の面に設けられた第一接着層と、
　前記本体部の前記一対の面のうちの他方の面に設けられた第二接着層と、
　前記第一接着層を介して前記本体部に接合された板状の保護部材と、を備え、
　前記本体部又は前記保護部材の剛性が前記第一接着層の剛性よりも高いことを特徴とす
る偏光板。
【請求項８】
　前記保護部材の外形は、前記本体部の外形と同一であることを特徴とする請求項７に記
載の偏光板。
【請求項９】
　前記保護部材の一対の面のうち前記第一接着層に接合された面の反対側の面に、ハード
コート処理が施されていることを特徴とする請求項７又は８に記載の偏光板。
【請求項１０】
　前記保護部材がタッチパネルであることを特徴とする請求項７から９の何れか一項に記
載の偏光板。
【請求項１１】
　一対の面の間に所定の厚みを有する板状の本体部と、
　前記本体部の前記一対の面のうちの一方の面に設けられた第一接着層と、
　前記本体部の前記一対の面のうちの他方の面に設けられた第二接着層と、を備え、
　前記第一接着層及び前記第二接着層が最外面となるようにそれぞれ設けられ、
　前記本体部の剛性が前記第一接着層の剛性よりも高いことを特徴とする偏光板。
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【請求項１２】
　前記本体部は、透光性を有する支持体と、前記支持体に積層された偏光子と、を有し、
　前記第一接着層は、前記偏光子のうち前記支持体が配置される側の反対側の面に接触し
て設けられていることを特徴とする請求項７から１１の何れか一項に記載の偏光板。
【請求項１３】
　前記本体部は、透光性を有する一対の支持体と、前記一対の支持体に挟まれるように配
置された偏光子と、を有し、
　前記第一接着層は、前記一対の支持体のうち一方の支持体の、前記偏光子が配置された
側の反対側の面に設けられ、
　前記第二接着層は、前記一対の支持体のうち他方の支持体の、前記偏光子が配置された
側の反対側の面に設けられていることを特徴とする請求項７から１１の何れか一項に記載
の偏光板。
【請求項１４】
　前記支持体は位相差板であることを特徴とする請求項１２又は１３に記載の偏光板。
【請求項１５】
　前記支持体の剛性が前記第一接着層の剛性よりも高いことを特徴とする請求項１２から
１４の何れか一項に記載の偏光板。
【請求項１６】
　透明基板を有する表示素子と、請求項７から１０の何れか一項に記載の偏光板と、を備
え、前記偏光板は、前記表示素子の前記透明基板の外面に、前記第二接着層を介して貼り
付けられていることを特徴とする表示パネル。
【請求項１７】
　透明基板を有する表示素子と、請求項１１に記載の偏光板と、前記第一接着層を介して
前記偏光板に接着された保護部材と、を備え、前記偏光板は、前記表示素子の前記透明基
板の外面に、前記第二接着層を介して貼り付けられていることを特徴とする表示パネル。
【請求項１８】
　前記表示素子は液晶表示素子、ＥＬ表示素子、ＰＤＰ表示素子又はＯＬＥＤ表示素子で
あることを特徴とする請求項１６又は１７に記載の表示パネル。
【請求項１９】
　透明基板を有する表示素子と、該表示素子の該透明基板の外面に貼り付けられた請求項
７から１０の何れか一項に記載の偏光板と、を有し、前記偏光板は、前記表示素子の前記
透明基板の外面に、前記第二接着層を介して貼り付けられている表示パネルと、
　前記透明基板の周縁部に接合された筺体と、を備えることを特徴とする電子機器。
【請求項２０】
　透明基板を有する表示素子と、請求項１１に記載の偏光板と、前記偏光板よりも外形が
大きく形成され前記第一接着層を介して前記偏光板に接着された保護部材と、を有し、前
記偏光板は、前記表示素子の前記透明基板の外面に、前記第二接着層を介して貼り付けら
れている表示パネルと、
　前記保護部材の周縁部に接合された筺体と、を備えることを特徴とする電子機器。
【請求項２１】
　前記保護部材がタッチパネルであることを特徴とする請求項１９又は２０に記載の電子
機器。
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